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続
い
て
、
役
員
の
任
期
満
了
ピ
伴
う
改
一
る
賞
状
、
賞
口
聞
が
授
与
さ
れ
た
。

選
の
件
が
上
程
さ
れ
、
か
ね
て
よ
り
辞
意
一
福
島
学
長
よ
り
母
校
の
近
況
報
告
を
兼

を
表
明
さ
れ
て
い
た
西
村
会
頭
の
退
任
に

一
ね
た
挨
拶
が
あ
っ
て
午
前
の
行
事
を
終
つ

関
す
る
御
希
望
に
関
し
て
は
、
会
頭
の
御
一
た
。
午
後
の
講
演
は
先
づ
竹
内
光
春
教
授

事
情
を
諒
し
、
数
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
一
の
「
W
H
O
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
ニ
ュ

1
ジ

1

た。

一
ラ
ン
ド
歯
科
衛
生
」
と
題
す
る
講
演
が
行

新
役
員
の
選
出
に
関
し
、
品
川
衡
委
員
会

一わ
れ
た
。
美
し
い
数
々
の
映
写
と
、
ニ
ユ

が
設
け
ら
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
次
期

一
1
・シ

l
ラ
ン
ド
の
学
校
衛
生
の
素
晴
ら
し

会
頭
に
河
村
弘
氏
を
推
す
こ
と
と
な
り
、
一
い
現
状
に
対
し
「
我
々
の
住
む
地
球
上
に

副
会
頭
に
片
山
清
一
氏
(
大
阪
〉
田
丸
将
て
」
ん
な
立
派
な
仕
事
を
や
り
遂
げ
て
い
る

士
氏
(
東
京
)
萩
原
義
雄
氏
(
福
島
)
の

一国
が
現
実
に
あ
る
の
を
見
て
心
を
打
た
れ

三
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
幹
事
な
ら
び
に
会

一
た
」
と
涙
を
浮
べ
て
の
講
演
に
参
会
者
一

一計
監
事
の
選
出
に
対
し
、
新
会
頭
な
ら
び

一同
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
。

一
に
副
会
頭
を
加
え
た
玲
衡
委
員
会
が
設
け

一続
い
て
木
下
隆
治
教
授
の
「
社
会
保
障
下

一
ら
れ
た
。

一
の
歯
科
医
療
の
動
向
」
と
題
す
る
講
演
も

一

三
目
、
午
前
十
時
よ
り
総
会
が
開
催
さ

一同
教
授
の
該
博
な
学
識
と
、
多
数
の
資
料

一れ
、
全
国
よ
り
多
数
会
員
の
御
来
会
を
得

一
と
に
よ
り
時
間
の
少
な
い
の
が
残
念
だ
と

例
年
の
如
く
、
十
一
月
一
一
一
目
、
母
校
に
一
数
支
部
長
評
議
員
各
位
の
御
参
会
を
得
、

一
た
。
別
掲
の
報
告
並
び
に
議
事
に
対
し
、
一
の
来
会
者
の
声
を
耳
に
し
た
。

お
い
て
、
本
年
第
六
十
五
回
総
会
が
開
催
一
極
め
て
盛
会
裡
に
開
会
さ
れ
、
徳
永
静
岡

一そ
れ
ぞ
れ
可
決
承
認
の
後
、
支
部
長
会
の

一

最
後
の
「
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
エ
ン
ジ
ン
を

さ
れ
た
。

一
県
支
部
長
を
議
長
に
推
し
会
議
に
入
り
、

一報
告
が
行
わ
れ
、
満
場
の
拍
手
の
う
ち
に

一談
る
」
と
題
す
る
座
談
会
も
、
講
師
障
に

総
会
前
日
の
二
日
(
月
)
午
後
二
時
よ
一
総
会
に
提
出
す
べ
き
、
諸
般
の
報
告
並
び

一
河
村
新
会
頭
登
壇
、
力
強
い
就
任
の
挨
拶

一
正
木
正
教
授
の
参
加
を
得
て
、
満
場
の
拍

り
、
同
じ
く
母
校
に
お
い
て
全
国
支
部
長
一
に
議
案
に
対
し
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
、

一を
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
血
脇
賞
授
賞
が
一
手
裡
に
終
了
し
た
。

会
が
開
催
さ
れ
、
遠
隔
の
支
部
よ
り
も
多
一
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

一行
わ
れ
、
保
存
学
講
師
森
本
優
君
に
栄
あ
一
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就

任

に

際

し

て

寸
竹
村
r校
は
全
国
同
窓
の
崇
高
な
る
母
百
じ
い

れ

持

論

む

崎

市

哨

日

比

一校
愛
に
よ
る
血
と
汗
の
御
協
力
に
よ
り
大

一運
営
面
に
於
て
も
同
窓
生
各
位
の
心
か
ら

会

頭

河

村

L

一学
院
建
設
の
一
大
事
業
も
一
応
達
成
せ
ら

一
の
声
を
あ
く
ま
で
尊
重
し
、
こ
の
声
を
基

g
一れ
ま
し
た
が
、
未
だ
完
遂
の
械
に
は
達
し

一盤
と
し
て
立
つ
民
主
的
に
し
て
且
つ
時
代

h

‘
 
... EE
F

一
に
と
り
ま
し
て
こ
の
上
も
な
き
光
栄
で
あ

一
て
お
り
ま
せ
ん
、
し
か
も
今
後
の
母
校
の

一
に
即
応
し
た
強
い
苔
等
の
同
窓
会
に
育
て

h・
圃
圃
圃
圃
圃
.
，

V
一
り
全
く
感
激
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

-発
展
興
隆
は
同
窓
会
と
の
更
に
一
層
の
密

一上
げ
て
行
き
た
い
と
念
願
し
て
や
ま
な
い

h
・
掴
掴
調
姐
姻
掴
園
田
.
，
F

一
ま
す
。
も
と
よ
り
一
介
の
野
人
登
予
算
才

一な
る
連
繋
を
益
々
必
要
と
す
る
の
で
あ
り

一次
第
で
あ
り
ま
す
。

輸
7
一!:誠司
.. 
，

一
に
し
て
不
敏
到
底
そ
の
器
で
は
な
く
、
特

一
ま
し
て
こ
れ
が
た
め
に
は
同
窓
会
自
体
笠
然
し
な
が
ら
吾
等
の
行
手
伝
種
々
な

闘
同
み
幽
噂
長
略
過

'
J・
・

一
に
こ
の
極
め
て
重
大
な
る
時
局
一に
際
し
果

一同
窓
生
各
自
の
同
窓
生
の
た
め
の
母
校
と

一る
難
闘
が
手
を
ひ
ろ
げ
て
お
り
ま
す
、
し

-
F

M
F』
酔
幽
'
除
i
M
J咽
↑
し
て
重
任
を
全
う
し
得
る
や
否
や
不
安
を
一
共
に
生
き
る
、
も
っ
と
温
み
の
あ
る
も
の

一か
し
て
こ
れ
を
突
破
す
る
に
は
果
敢
な
る

a
F
E畢
晶
・
帽
岨
・
圃
・
E
圃
圃
司

一
感
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

一
と
親
し
み
の
あ
る
強
い
強
い
吾
等
の
同
窓

一
勇
気
と
同
窓
各
位
の
一
丸
と
な
つ
た
団
結

44a圃......
.
.
 圃.圃圃
....... -司司
一
し
か
し
な
が
ら
内
に
あ
つ
て
は
母
校
教

一会
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
痛
感

一五の
力
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
七
。

4
a・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
司
、

一
職
員
各
位
並
に
役
員
諸
君
の
温
き
御
協
力

一
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

一

本
会
の
目
的
は
会
員
相
互
の
親
睦
共
済

』

aa----可一
を
得
ら
れ
外
に
あ
っ
て
は
八
千
の
同
窓
諸

一

私
は
優
本
、
西
村
雨
前
会
頭
が
本
会
竺
並
に
歯
科
医
学
と
医
療
面
の
研
究
発
達
を

一
彦
の
熱
意
あ
る
御
支
援
を
賜
わ
る
な
れ
ば

一
は
ら
わ
れ
た
偉
業
達
成
の
御
努
力
に
対
し

一は
か
る
に
あ
る
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
詞
に
計
ら
ず
も
全
国
支
部
長

一
放
に
時
代
に
生
き
た
真
に
吾
等
の
親
し
き

一寓
腔
の
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ

一他
面
医
政
面
、
社
会
面
に
お
け
る
活
躍
に

会
に
於
て
本
会
会
頭
に
御
推
挙
を
裁
き
、

一同
窓
会
へ
の
進
転
に
幾
分
と
も
添
い
得
ら

一り
ま
す
が
、
今
後
こ
の
偉
業
を
恥
か
し
め

一対
し
日
頃
の
研
究
を
助
長
し
か
く
て
同
窓

そ
の
重
資
を
担
う
に
至
り
ま
し
た
事
は
私

一
る
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ

一な
い
様
よ
り
一
倍
の
熱
意
と
誠
意
と
努
力

一会
会
員
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
本
来
の

一

会

滋

。

一
・
一
究
開

、一氷山

一
…
…
東
京
歯
科
大
掌
同
窓
会
会
報
…
…
…
一
円

時
抗

一

官

発

閣

h
M

:
一
束
三
吉
小
M
m
-
U
話

一

東

町

新

電

一

東京歯科大学同窓会会報

菊

薫

る

文

化

第

六

十

五

回

総

会

開

催

さ

る

役
員
改
選
新
会
頭
に
河
村
弘
氏
就
任

の

日
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通

知

使
命
を
果
す
べ
き
で
あ
る
と
か
た
く
信
じ

ま
す
。こ
れ
が
た
め
に
は
運
営
面
に
於
て
先
づ

第
一
に
同
窓
諸
彦
の
声
を
直
接
に
ま
た
間

接
に
広
く
開
〈
事
で
あ
り
、
新
ら
し
失
感

覚
に
立
つ
会
報
を
活
用
し
て
隅
々
に
伝
え

る
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
て
会
員
を
地

区
別
に
ま
た
各
ク
ラ
ス
別
に
組
織

し
て

縦
、
横
の
密
な
る
連
繋
の
も
と
に
本
割
に

直
結
さ
せ
る
事
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す。
さ
ら
に
支
部
長
会
、
評
議
員
会
を
強
力

な
も
の
と
し
委
員
会
制
の
活
溌
な
る
運
用

に
よ
り
会
務
、
事
業
の
円
満
な
る
進
転
を

期
し
て
本
会
の
経
済
的
基
礎
の
確
立
を
閉
山

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
学
校
と
の
関
係
改
善
に
は
一
歩
を

進
め
他
校
(
内
、
外
国
〉
と
の
交
流
に
は

力
を
致
し
親
善
関
係
を
よ
り
密
に
致
し
た

い
も
の
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
同
窓
会
各

位
の
格
段
な
る
御
支
援
と
御
鞭
撞
を
相
賜

わ
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
上
げ
、
私

の
就
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

御
昭
和
三
十
五
年
一
月
一
日
午

前
十
一
時
よ
り
東
京
歯
科
大
学

大
講
堂
に
お
い
て
、
新
年
名
刺

交
換
会
合
開
催
致
し
ま
す
。

同
窓
校
友
諸
氏
の
御
来
会
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

東
京
歯
科
大
学
学
長
福
島
秀
策

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
会
頭河
村

弘

会
員
各
位
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住 、会1r1司.1住会11.'み&4 ，_菖ち 和申に拶に会至河に心 、庭りにに
所同 日 lì'~ j 所渋 If ......:;唱 ;剣勝司 ; 三 し臨と栄のり村しか情にま対改
会 本 L;.ム墨." 谷It;""完.，. " .;:;.;，....1 {' ~ 十 上 み致え益ま会てら天立すしめ

に中学橋隣室喜キ甜w 渋区畠弘主彊， 、整量W‘凶j 四 げ 、しん々し頭 、御白た。深て
開央術支約 通....._谷支 ・r哩円~ ~.. . : 年 ま会まこ隆た 以 わ祈日れ不甚同
業区委部恥A 唖弘圃h 区部 ・~_......_~-_ .-.Y..，........ ~ 十 す員すと昌。下がりのた幸な窓

日員幹卒昭出大 円長渋昭出大 現総整務 i 西一 。各。をに 練同致 日方にる各
本 事和生正 天 山谷幸日生正 赤 宿住理官 、j 月 位祈 、 達窓しを々し感位
橋 、 十八 町区十二 塚 一所庁 、厚 j 村十 の念母の会ま迎のて謝の
室日六年 野 七歯年年 ノ技麻生 ! 九 御致校諸もすえ 、を絶
町本年 九会 康 一新官薬省 i 盛日 健しと氏次。ら一司致大
一橋 東 博 に副母東 大 に宿歴統物 ; 勝退共を期れ日直すな
ノ歯母京 開会校京 開区任制資 j 治 を任に迎役んもの次る
六 会校都 徳 業長卒f，sRs 業新官調 i 御の宣伝え員こ速裁第御

現時五位 『 現母 ド ー~ I現 vj 薗且 ! 
住 凶a・圃，，'，~ 住校 1$'1住
所 属冨r '1- '~~ 所丸 IE:__l:所

陵"，(i." rf~4 ノ I tTr_~ ~ 
2 九東 民事~，4.. - .~I 七千内 I ，~ 2f 
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都::a....廻』九回部 自~/'~区 ~ 
北 四国 命、一司 パ区長 ー百円 融回一元 ーー

多 母校昭都大 ト丸 ノ都昭取明 町教校昭出昭
摩校卒布日出 E 佐 ラノ 内向手口県治 小 一授卒和生平日 大
郡保 二生十 世 l内 歯会四出三 世 ノ 母二二
国存十四 隅歯丸会代年生十 官一校十年 内
分学八年 徹科ピ副議 凶 虎五矯四
寺諮年 間 Jレ会員母年 ・In IE年
町師 東業七長 、校 机緑学
六 母京 邸階 丸卒烏 郎涯助母
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拶退

任

役

員

一
同

私
共
は
今
般
任
期
を
終
り
退
任
致
す
こ

と
に
相
成
り
ま
し
た
。
在
任
中
賜
わ
り
ま

し
た
全
国
会
員
各
位
よ
り
の
御
支
援
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。斉

藤
寛
一
一
一
郎

明
治
三
十
二
年
東

為
京
都
出
生

S

大
正
十
五
年
母
校
、

，
卒
小
石
川
歯
会
会
長

同
窓
会
評
議
員
、
都
歯
会
代
議
員
、
文
京

区
学
校
保
健
会
歯
科
部
長
等
歴
任

現
住
所
文
京
区
指
ヶ
谷
町
九
二
に
開
業

重

浦

錆

治

東
京
都
出
生

御
明
治
四
十
二
年

挨

英

男
福
島
県



第71号

..0.. 
::Ilt 

i員

σ〉

i声 i

同
窓
会
館
を
水
道
橋
に

桜

井

隆

弘

同
窓
会
が
歴
代
、
優
れ
た
る
会
頭
の
下

に
、
隆
祥
の
一
途
を
進
ん
で
こ
ら
れ
た
こ

と
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
毎
回

会
頭
が
新
た
に
な
る
た
び
に
色
々
と
抱
負

な
り
、
期
待
な
り
が
、
多
大
に
寄
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
任
期
の
二
カ
年
が
終
っ

て
み
れ
ば
、
前
歴
を
踏
製
す
る
程
度
が
精

一
杯
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
を
望
む
こ
と

は
無
理
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
提

案
し
た
い
の
だ
が
、
同
窓
会
員
に
よ
る
社

報

団
を
作
つ
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
窓

A

霊

会
が
母
校
校
舎
の
一
隅
に
甘
ん
じ
て
い
る

Aq--
程
度
が
能
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
同

窓

窓
七
千
、
八
千
の
声
も
近
い
。
も
う
同
窓

間

会
館
を
学
校
に
隣
出
世
し
て
、
土
地
家
屋
を

学

買
収
し
て
打
ち
建
て
る
位
の
元
』
不
を
出
せ

大

な
い
も
の
か
。
学
校
に
隣
接
し
て
い
れ
ば

案・

両
倶
楽
部
と
し
て
も
、
集
会
場
と
し
て
も
犬

歯

一

い
に
有
効
で
あ
ろ
う
。
宿
泊
の
設
備
も
す

章
一

る
が
よ
い
。
と
に
か
く
、
東
京
の
も
の
も

耳
一
一
地
方
の
も
の
も
、
同
窓
会
館
を
い
こ
い
の

一
場
所
と
し
て
、
常
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と

-
に
し
た
い
。

一

母
校
を
訪
問
す
る
に
も
、
一
応
旅
装
を

一
会
館
に
解
い
て
、
い
ざ
、
案
内
人
を
た
て

一
て
、
母
校
へ
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
、
第

四
一
一
品
位
も
保
て
な
い
。
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

日
一
も
結
構
だ
が
、
た
ま
に
上
京
さ
れ
る
の
で

ロ
一

あ
ろ
う
か
ら
案
内
人
位
従
え
る
?
た
が
よ

伴

一
い
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
会
館
は
収
益

回

一
を
あ
げ
る
手
段
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

眠

一
ぃ
。
会
議
室
を
多
数
に
作
り
、
室
の
使
用

一
代
を
と
る
。
津
田
英
語
会
の
よ
う
な
、
常

一
時
の
講
習
会
を
行
う
こ
と
も
一
案
で
あ
ろ

幻

{
う
。
歯
科
医
療
器
材
の
合
同
出
張
所
に
貸

(
す
こ
と
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
食
堂
経
営
も

場
所
柄
ゆ
え
、
盛
ん
に
な
る
こ
と
疑
い
な

ぃ
。
倶
楽
部
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
食
堂

を
置
く
必
要
が
あ
る
。
同
窓
の
子
弟
が
多

数
に
上
京
し
て
勉
学
す
る
場
合
、
下
宿
に

困
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
四
階
建
か
、

五
階
建
と
し
て
、
こ

の
最
上
階
を
小
個
室

と
し
て
長
期
の
出
資
者
の
利
用
に
供
す
る

の
も
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
も
う
一

段
の
協
力
に
よ
り
、
同
窓
会
員
に
よ
る
会

館
を
持
つ
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
定
款
に
よ
る
社
団
と
す
れ
ば
、
財
道

権
は
出
資
者
各
人
に
あ
る
の
で
、
解
散
の

場
合
も
出
資
額
に
応
じ
た
問
分
が
あ
る
の

で
決
し
て
損
は
な
い
。

一
万
か
、
二
万
の
金
を
損
し
た
つ
も
り

で
、
ポ
ン
と
同
窓
会
に
投
げ
出
し
て
提
け

ば
、
百
人
で
、
百
万
か
、
二
百
万
、
千
人

で
壱
千
万
か
、
弐
千
万
の
金
が
集
ま
る
。

こ
れ
で
、
大
き
な
顔
を
し
て
、
同
窓
会
館

に
の
り
込
め
る
と
す
れ
ば
、
い
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
段
々
と
利
益
が
あ

が
れ
ば
、
利
益
配
当
も
、
交
通
費
か
、
役

員
手
当
の
名
目
で
受
取
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。
ど
う
で
し
ょ
う
、
こ
の
辺
で
会
館

建
設
達
成
同
志
会
で
も
作
り
ま
せ
ん
か
。

誰
か
会
員
の
う
ち
積
極
性
の
あ
る
方
の
御

賛
同
を
。お

知

ら

せ

一
、
同
窓
会
員
の
学
校
に
お
い
て
の
接
待

方
法
を
目
下
本
部
に
お
い
て
検
討
中
で

あ
り
ま
す
。

二
、
本
会
報
に
H
会
員
の
芦
仰げ
を
掲
載
致

し
ま
す
。

一二
、
本
会
に
対
し
て
、
建
設
的
な
御
意
見

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
事
項
に
関
し
て
、
御
意
見
お
よ

び
御
忠
告
な
ら
び
に
同
窓
会
報
へ
の
御
投

稿
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

本
部
宛
お
送
り
願
い
ま
す
。

松
宮
教
授
米
国
歯
科
学
士
院
会
員
に
推
薦
さ
る

去
る
九
月
、
米
国
歯
科
医
師
会
百
年
祭

一
ル
フ
、
ア
ス
ト
リ
ア
ホ
テ
ル
に
設
け
ら
れ

に
特
別
講
演
者
と
し
て
招
融
持
さ
れ
た
本
学

一
た
式
場
で
朝
野
名
士
、
各
国
代
表
な
ど
約

期
総
宮
誠
一
教
授
は
、
米
国
歯
科
学
士
院
会

一
二
千
名
参
会
の
も
と
に
荘
重
に
行
わ
れ
、

員
に
推
薦
さ
れ
、

F

A
C
D
の
称
号
記
と

一
こ
の
目
、
新
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
欧
州
諸

ガ
ウ
シ
を
授
与
さ
れ
た
。

一
国
の
歯
科
大
学
長
ま
た
は
知
名
教
授
二
十

授
与
式
は
九
月
十
三
日
ニ
ュ

ー
ヨ
ー

ク

一
名
と
と
も
に
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
松

市
の
代
表
的
ホ
テ
ル
で
あ
る
、
ワ
ー
ル
ド

一
宮
教
授
が
こ
の
栄
誉
を
う
け
た
。

一
2
頁
よ
り
続
く

一
---a
問

一
曹

先
き
に
学
位
論
文
と
し
て
歯
科
学
報
誌
つ

上
に
発
表
さ
れ
た
、
森
本
優
君
(
保
存
学
一

教
室
講
師
)
の
論
文
「
即
時
重
合
レ
ジ
ン

一

充
填
材
の
歯
髄
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る

臨
床
病
理
学
的
研
究
」
は
、
去
る
十
一
月

一
一
一
日
の
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
栄
あ
る

血
脇
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
同
研
究
が
保
存

臨
床
状
に
社
保
保
険
診
療
に
大
い
に
寄
与

し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
御
同
慶
の
至
り
で
あ

る。

森

本

優

君
血

脇

賞

を
授
与

-
3
1
・、
{
i
t
-
-
1
t・、.
I
T-
-
3
1
5
3、、

t
t

御

機

拶

生

松

炉~

邑

誠

儀

松

山

茂

第
七
十
五
回

例

会

開

催

予

告

左
記
の
如
く
本
会
第
七
十
五
回
例
会
を

開
催
致
し
ま
す
。

日
時
昭
和
三
十
五
年
二
月
二
十
一
日

(
日
)

午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時

河
村
弘
新
同
窓
会
会
頭
の
挨
拶
、
な
ら

び
に
同
窓
会
会
員
の
芦
を
聴
く
会
。
欧
米

視
察
旅
行
よ
り
帰
国
さ
れ
た
大
井
清
教
授

の
帰
朝
談
。
関
根
永
滋
教
授
司
会
の
も
と

に
母
校
、
会
員
諸
氏
を
囲
ん
で
の
歯
槽
膿

漏
治
療
に
関
す
る
座
談
会
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
前
日
の
二
月
二
十
日
(
土〉

に
は
午
後

一
時
よ
り
東
京
歯
科
大
学
学
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
数
会
員
各
位
の
御
来
会
を
切
望
い
た

し
ま
す
。
(
演
題
申
込
み
は
、
一
月
末
日
ま

で
に
、
本
学
米
沢
和
一
教
授
宛
に
四
百
字

の
抄
録
添
付
の
う
え
御
申
込
み
下
さ
い
。
〉

相自

を申頭ら 十うてけ百科
申上初びまま月え出 か年医先
十述げめにに八 、席 つ祭学般
月ベ ま会御出目さい自に会ユ
十ます員高発無らた本特議ュ
八すと各配に事にし学別な l
目。と位を際に欧、術講らヨ
もに賜し帰州議会演び 1
に対わ、朝諸な議者に夕
、しり格仕国く代と米に
帰 、ま別りを責表し国開小
朝厚しのま視務のて歯催
のくた御し察をー招科の
御御同支た後完員勝医国
挨礼窓援。去遂とを師際
拶を会な るのしう会歯

O現等都
に往歴歯
開所任会
業国
中保
央特
区別
日委
本 員日昭出明
橋 長本軍日生治 塙
蛎 、橋三四
殻政歯年十
町連会母年
二支理校東 真
ノ部事卒京
二長 、、 都 ー
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普名
滑関林北中古桑大長岡苅佐大箕小加畑吉神武丸 加羽山 五 回牟木鈴中佐北西 秋秋田 四
川田 洞井賀原橋 2合 郎久沢田池藤中国永井 山 藤石 田十辺 国 俣木星 藤川本山山中通方誉

り 川 間今栄庫幾 嵐新宗大勘 喜 嘉逝
要芳修為道伝で 晋 五 暖定問邦太之久芳武 清広庫定次太武三次 佐正代重会治会
吉治 三 治雄政や信 一 弾郎穣吉自[;1!ii維rm助雄茂雄昇重武三一郎郎夫郎郎修平元造雄 郎 去
D君君若君君君計君君;{t若君主?計若君君対君若:tt岩君君君君君主f君君君君若君君君員君員

会
下
次
号 長 伊玉波管巾関浜丸松岡大堀 r[，高松鈴花 田白 浅 本 浜天折皆長坂佐増河須石戸猪 大 石 員
え 岡 藤木辺野島口田山尾部林 保橋本木沢部井倉目 沼ず|二 川浜登 藤 田崎藤困 塚 鹿須 塚 名

主 金 井 喜浦勧益 倉賀
づ 佑 太二俊一英量良清軍重演卓仁成保誇 十正保 之土俊茂正兵喜正 秀 之 三
く吉吉郎雄郎男平太吉兵賢治夫久章雄吉昇道良[;博吉海助郎夫樹夫街 一 信夫助武郎 彊 郎
〉若君君君主?若君若君君若君若 君 君岩主主君若君君主f君君君君君君君君若君君君君 若 君

技巾 岡 懸医 (坂 版総 ン河床 科藤礎「 で すい 覚診 い「を最
臨 基館 ま大感恩に書

田 本 国 的村 山タ 辺歯写田歯 和購。にと療ま図会近
勇耕克学科友 孝 ノレ滑科真恒 科 入左味昔のす 審 員母
造射 写 三 雄 ・治学二文太学書 しにわな問。館の校 第
病四三等 三真九 一ア 二 庫 郎 」た列つつにだ方図
理三顕三著 文下 メ八ル 局 六 専記 てか気 よ々書
解微 医庫顎医タノミ部 医)衛 門しいし持りに館 一
剖医鏡医新函t 三 骨歯 ル 永 ム床歯 の 書たたいの 」おで
観 学 的学英薬〉 骨薬 ・末四義薬具 の もだ、ょ を知新
繁書組香辛口出折出 イ書)歯 出 常 ー のき母い掲ら説 号
法院織院医版の版 ン庖 各 版 と 部はた校新載せi語
と 化 学 救 レ 論 奇 で 最 いの刊しす入
そ昭学昭辞昭急昭 l昭一昭形 す近と学図たるし
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一
、
現

在

会

員

数

会

の

際

、
維
持
費
と
し
て
金
五
百
川
を

一

内

訳

納

入

す

る

も
の
と
す
」
と

あ

る

の

を

一

名
誉
会
員

「
金
千
円
」
と
改
め
即
日
実
施
す
る
こ
一

普
通
会
員

と
と
し
た
。

一

二
、
会

員

の

異

動

五

、
名
誉
会
員
並
び
に
名
誉
会
頭
推
薦

一

新

入

会

員

一

七

六

名

一

昭
和
三
十
三
年
一
月
二
十
九
日
、

役
員

一

退

会

員

一

七

名

一

会

の
決
議
を
経
て
、
前
会
頭
鹿
本
美
彦

-

逝

去

会

員

七

四

名

一

氏
を
名
誉
会
員
に
推
薦
し

(
会
則
第
十
一

内

訳

一

三
条
〉
更
に
同
年
十
一

月
三
日
第
六
十
一

名
誉
会
員

二
名

一

四
回
総
会
の
議
を
経
て
同
氏
を
名
誉
会

一

普

通

会

員

七

二
名

一

頭
に
推
戴
し
た
(
会
則
第
十
九
条
)

一

三
、
集

会

一
六
、
役
員
地
方
出
張

一

総

会

一

一間

一

西
村
会
頭
は
昭
和
三
十
三
年
一
月
十
九

一

例

会

一一
同

一

目
、
中
野
支
部
総
会
、
同
年
一
月
一ぺ
十

一

支
部
長
、
評

議

員

会

二

回

目

、
浅
草
支
部
総
会
、
同
年
二
月
十
六

一

顧
問
、
参
与
そ
の
他
の
委
只
会
一

目
、
下
谷
支
部
総
会
、
同
年
五
月
十
八
一

四
阿

目

、
三
重
県
支
部
総
会
、
同
年
・1
バ
-
一

役

員

会

一

四

阿

-

十
四
日
、
静
岡
県
支
部
総
会
、
同
年
十

一

回
、
会
則
巾
一
部
改
正

一

一
月
七
日
、

中
野
支
部
総
会
、
同
年
十

一

昭
和
三
十
三
年
十

一
月
三
日
第
六
十
四

-

一
月
二
十
三
日
、
近
畿
述
合
同
窓
会
、
一

回
総
会
に
お
い
て
会
則
小
に
「
第
十
九

一

臨
席
の
た
め
出
張

一

条
本
会
に
名
誉
会
頭
を
世
く
こ
と
を

一

度
本
名
誉
会
頭
は
昭
和
コ
一十
三
年
十

二

得
」
と
新
に
一
条
項
を
加
え

「
名
誉
会

一

月
二
十
三
日
、
近
畿
連
合
同
窓
会
へ
臨

一

一以
は
役
員
会
の
設
を
経
、
総
会

に

お

い

席

の

た

め

、
ま
た
同
年
三
月
二
十
七
臼

て
こ
れ
を
推
薦
す
る
」

こ
と
と
し
、
ま

-

逝
去
さ
れ
た
四
方
嘉
治
郎
氏
(
名
誉
会

た
会
則
第
三
十
五
条

「
会
員
の
会
費

は

員

、
元
副
会
頭
)
葬
儀
に
母
校
及
び
本

一

一
ヶ
年
金
五
百
円
と
す
」

と

あ

る

を

一

会
を
代
表
し
て
参
列
の
た
め
出
張
。

↑

「
金
七
百
円
」
と
し
同
条
中
に

「
新
に

一

中
村
幹
事
は
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
二一

本
会
に
入
会
す
る
も
の
は
人
会
の
際
、

一

十
六
日
の
狩
野
川
台
風
(
台
風
二
十
二
-

会
費
三
ヶ
年
分
を
納
入
す
る
も
の

と

一

号
)

に
よ
る
水
禍
見
舞
の
た
め
伊
豆
地

一

す
」
の

一
項
を
加
え
、
車
た
会
則
第
一
一
一

一

方

へ
出
張
し
た
。

一

十
六
条
「
本
会
に
入
会
す
る
も
の
は
入
一

↑

七
、
二
一

六
名

九
名

七
、

二

O
七
名

一
五

医
学
書
院
昭
三
四

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室

病
理
組
織
標
本

の

作

り

方

ー
そ
の
実

際
と
要
領
|一

六

医

学
書
院

昭
三
四

福
島
秀
雄

病
原
微
生
物
学

細

菌
編

九
三

医

定
H

山
田
院
昭
三
四

第71号(4)

議

事

項

昭

和

三

十

三

年

度

庶

務

報

告

自
昭
和
三
十
三
年

一
月

一

日

至
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十

一
日

幹

事

鹿

島

俊

雄

幹

事

岡

本

伝

第

六

十

五

総

会

ム図
τE 
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五

文

光

堂

昭

三

二

沢
潟

久

敬

医

学

概

論

第

三

部

医

学

に
つ
い
て

八
二

永

井

書

庖

昭

三

一

箕
島
英
作
医
学
論
文
と
図
表
の
書
き

方

五

七

南

山

堂

昭

三
四

微
小
電
極
研
究
班
編

微
小
電
極
法
の

手
引
き

最
新
薬
学
大
事
典
編
集
委
員
会
編
最

新
薬
定
大
事
典
一
ア

1
ス

ニ

セ

1

モ

三

ヤ

1
ワ

付

録

、
索
引

五

六

誠

文

堂

新

光

社

昭

三

四

厚
生
省
保
険
局
健
康
保
険
課
編
健
康

保
険
法
の
解
釈
と
運
用
社
会
保
険
法

規
研
究
会

南
江
堂

国
民
医
薬
品

集

註
解

一

九

五

九

第

二

改
正

A
一
六
昭
三
四

高
木
敬
次
郎
、
小
沢
光
薬
物
学
上
、

下
巻

八
一

金

芳

堂

昭

三

二

吉
井
直
三
郎
、
掘
浩
編
著

最
新
の
筋

電
図
学



宣
は
い
つ
尽
き
る
時
と
で
な
く
、
出
席
者一

愛
知
県
東
三
豊
徳
会

五
十
余
名
の
盛
会
の
裡
に
本
年
学
会
の
全
一

わ
が
東
三
豊
徳
会
は
去
る
五
月
に
規
約

行

事

を

終

了

し

た

。

一

に

よ

り

定

時

総

会

を

蒲

郡

市

四

海

波

で

開

当

日

の

出

席

者

一

催

い

た

し
た
が
、
当
時
了
度
選
挙
の
行
わ

一
れ
て
い
る
折
柄
で
あ
っ
た
か
ら
専
ら
そ
れ

佐
塚
、
塚
田
、
宇
佐
美
、
田
川
、
栗
田
、

一一
に
総
力
を
集
中
し
て
、
役
員
改
選
の
件
は

森
田
(
惇
〉
、
小
川
、
土
屋
(
謙
)
、
西
一
後
日
臨
時
総
会
を
も
っ
て
と
り
行
う
べ
く

尾
、
笹
本
(
平
)
、
土
屋
(
勝
〉

、
高
橋
一
保
留
と
し
た
。
そ
の
臨
時
総
会
を
素
晴
し

小
野
田
、
関
口
、
植
田
、
早
川
、
徳
氷
、
一
い
秋
晴
の
十
一
月
一
日
豊
橋
市
白
山
会
館

宇
藤
、
大
藤
、
大
内
、
坂
本
、
松
下
、
鈴
一
に
お
い
て
開
催
す
。
会
員
各
位
に
は
午
前

本
孫
〉
、
内
回
市
川、
森
田
(
福
)
、
岡
村
一
十
時
開
会
の
通
告
を
し
で
あ
っ
た
が
余
り

赤
堀
、
大
沢
、
大
畑
、
河
村
(
秀
)
、
平
一
に
も
快
晴
で
夫
々
の
予
定
も
あ
っ
た
も
の

岡
、
板
倉
、
新
保
、
桑
原
、
丸
山
、
河
村
一
か
参
集
が
お
く
れ
十
一
時
に
開
会
す
。
出

(
孝
義
)
、
益
子
、
佐
々
木
、
河
村
(
三
)
一
席
者
は
西
村
禎
祐
会
長
以
下
二
十
三
名
。

児
島
、
朝
浪
(
篤
〉

、
鈴
木
(
秋
〉

、
杉
一
会
は
型
の
如
く
会
長
の
挨
拶
、
庶
務
会

山
、
大
野
、
田
村
(
清
〉

、
田
村
(
領
)
一
計
の
報
告
の
あ
っ
た
あ
と
、
中
部
日
本
放

河
村
(
孝
昭
)
、
木
村
、
下
村
、
朝
浪
。
一
送
豊
橋
支
局
の
山
田
局
長
の
放
送
楽
屋
話

(
朝
浪
惚
一
一
巳
一
の
趣
味
講
談
を
一
時
間
拝
聴
し
、
九
月
の

一
伊
勢
湾
台
風
の
あ
と
だ
け
に
極
め
て
質
素

神

奈

川

支

部

一一
に
昼
食
を
共
に
し
来
賓
の
か
え
ら
れ
た
あ

一
、
日
時
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
二
十
一
と
、
中
心
議
案
で
あ
る
役
員
改
選
の
件
に

九
日
午
後
三
時
l
同
八
時
半
一
っ
き
協
議
に
入
り
、
西
村
会
長
の
辞
任
の

一
、
場
所
横
浜
市
、
神
奈
川
県
歯
科
医
一
弁
を
一
同
諒
承
し
西
村
氏
の
推
せ
ん
す
る

師

会

館

一

曾

田

真

一

氏

に

新

会

長

を

お

願

し

、

曾

回

出

席

者

六

拾

有

余

名

一

氏

の

御

一

承

認

を

頂

き

、
副
会
長
以
下
の
幹

一
、
状
況
、
学
校
よ
り
福
島
学
長
、
斉
藤
一
事
に
つ
い
て
は
新
会
長
に
一
任
し
、
暫
時

山
本
両
教
授
臨
席
せ
ら
れ
学
長
よ
り
最
近
一
休
憩
の
後
、
次
の
諸
氏
指
名
、
規
約
に
従

の
学
内
事
情
の
説
明
あ
り
、
小
笠
は
同
窓
一
い
今
後
二
カ
年
聞
は
曾
回
先
生
を
長
と
す

会
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
一
る
幹
事
会
で
東
三
豊
徳
会
は
運
営
さ
れ
る

中
田
氏
よ
り
学
校
の
債
務
解
決
の
手
段
一
こ
と
に
な
っ
た
。

と
し
て
学
債
を
募
集
し
て
は
如
何
、
そ
の
一
即
ち
副
会
長
今
泉
勝
、
鈴
木
信
義
、
幹

こ
と
に
つ
き
同
窓
会
よ
り
学
校
に
交
渉
せ
一
事
岡
本
保
和
、
彦
坂
武
、
山
本
弥
市
、
藤

ら

れ

た

い

。

一

城

易

都

、

惣

卜

貞

男

、

平

野

裕

、

高

田

敦

な
お
会
費
未
納
会
員
に
対
し
て
は
事
情
一
孟
、
菅
沼
孝
夫
、

を
考
慮
せ
ら
れ
寛
大
な
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
一
本
総
会
の
庶
務
報
告
の
巾
で
九
月
二
十

た
い
と
の
意
見
あ
り
、
之
に
対
し
榊
原
氏
一
九
日
母
校
助
教
授
高
橋
庄
二
郎
氏
が
学
長

よ
り
会
費
は
百
%
徴
収
す
る
の
が
当
然
で
一
同
窓
会
頭
の
代
理
と
し
て
十
五
号
台
風
の

あ
る
か
ら
原
則
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
一
被
災
見
舞
に
本
会
を
御
来
訪
下
さ
っ
た
こ

の
反
論
あ
り
、
何
れ
も
承
っ
て
置
き
ま
し
一
と
、
叉
遠
く
外
地
よ
り
当
地
出
身
の
大
井

た

。

一

教

授

が

、
十
月
二
日
付
で
見
舞
状
を
寄
せ

総
会
終
了
後
「
和
可
な
」
で
懇
親
会
あ
一
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
披
露
い
た
し
た
と
こ

り
、
八

時

半

散

会

。

一

ろ

会

員

一

同

深

い

感

銘

を

う

け

た

こ

と

を

(
田
丸
報
告
)
一
付
記
す
る
。
(
庶
務
幹
事
報
〉

た
が
、
当
日
に
至
れ
ば
地
元
幹
事
の
杷
憂

は
完
全
に
ふ
っ
と
ん
で
東
西
よ
り
馳
せ
参

ず
る
会
員
の
予
想
外
の
出
席
率
に
係
は
嬉

し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る
仕
末
。

午
後
一
時
開
会
、
講
演
に
先
だ
っ
て
徳

永
支
部
長
よ
り
今
回
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ

る
会
員
の
標
災
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
こ

れ
に
対
す
る
見
舞
金
酸
出
の
件
に
つ
き
各

位
の
協
力
を
求
め
る
の
談
あ
り
、
そ
の
他

の
報
告
が
あ
っ
て
杉
山
教
授
の
講
演
に
入

る。
先
づ
最
初
は
「
母
校
に
於
け
る
歯
髄
処

置
」
と
題
さ
れ
て
極
め
て
臨
床
的
な
興
味

深
い
お
話
を
二
時
間
に
渉
り
拝
聴
、
休
憩

後
次
の
「
欧
米
旅
行
雑
感
」
と
題
さ
れ
る

お
話
に
は
天
然
色
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
写
さ
れ
る
異
国
の
風
物
に
し

ば
し
陶
然
と
し
て
一
同
は
時
の
経
つ
の
を

忘
れ
た
。

j各 i
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近
畿
連
合
同
窓
会
大
会

窓
会
の
発
展
に
は
最
善
の
努
力
を
払
う
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

会
場
は
一
き
わ
燦
と
し
て
輝
き
を
増
し

T
-
D
-
C
精
神
一
色
に
狭
り
つ
ぶ
さ
れ

て
行
っ
た
。
一
方
こ
の
頃
よ
り
京
情
緒
豊

か
な
余
興
と
と
も
に
宴
会
は
つ
づ
け
ら
れ

、
最
後
に
片
山
新
同
窓
会
副
会
頭
の
万
歳

の
発
声
で
名
残
り
っ
き
な
い
本
大
会
を
閉

じ
た
。
な
お
次
期
開
催
地
は
奈
良
県
と
決

定
し
た
。

晩
秋
の
古
都
に
澄
み
き
っ
た
空
と
組
問
涼

の
冷
気
が
み
な
ぎ
る
十
一
月
二
十
二
日
午

後
一
時
京
都
市
役
所
前
に
京
都
、
大
阪
、

兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
の
近
畿
同
窓
会
員

約
百
六
十
名
が
集
合
二
台
の
観
光
パ
ス
に

分
索
、
新
装
な
っ
た
比
叡
山
及
び
東
山
ド

ラ
イ
ブ
ウ
エ

1
に
向
う
。

数
多
き
史
跡
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
文
化

の
遺
産
と
長
い
膝
史
の
香
り
の
中
で
典
雅

な
趣
を
た
だ
よ
わ
せ
自
然
と
と
け
合
っ

て
い
る
京
都
の
観
光
、
山
と
水
と
の
調
和

の
あ
る
雄
大
な
る
琵
琶
湖
の
眺
め
を
満
喫

し
夕
暮
本
日
の
会
場
「
都
ホ
テ
ル
」
に
着

O
 

J

〈、
校
歌
合
唱
に
始
ま
り
奥
村
前
学
長
並
び

に
逝
去
会
員
の
追
悼
黙
祷
を
行
い
、
柏
井

京
都
支
部
長
の
開
会
の
辞
、
次
で
河
村
新

会
頭
の
就
任
に
際
し
て
今
後
の
同
窓
会
運

営
の
基
本
方
針
は
自
主
的
に
民
主
的
に
行

い
、
広
く
同
窓
の
声
を
拝
聴
し
、
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
学
校
、
ま
た
自
分
達
が
作

り
育
て
て
行
く
同
窓
会
、
こ
の
様
な
親
し

み
と
温
み
の
あ
る
母
校
で
あ
り
、
同
窓
会

で
あ
る
様
に
努
め
た
い
。

こ
れ
に
は
会
員
諸
氏
の
絶
大
な
る
御
支

援
と
御
殿
縫
を
賜
り
た
い
と
の
御
挨
拶
が

行
わ
れ
た
。

次
で
緩
本
名
誉
会
頭
よ
り
過
日
の
選
挙

に
際
し
て
同
窓
各
位
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
、

御
温
情
に
対
し
心
よ
り
の
謝
辞
が
お
り
、

ま
た
福
島
学
長
よ
り
母
校
の
近
況
等
に
つ

い
て
の
御
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

近
畿
支
部
長
を
代
表
し
岩
鶴
大
阪
支
部

長
よ
り
水
道
橋
精
神
を
旨
と
し
団
結
、
母

校
愛
に
燃
え
る
近
畿
同
窓
会
会
員
は
一
人

一
人
が
母
校
及
び
同
窓
会
に
直
結
し
、
明

日
え
の
志
望
は
炎
の
如
く
騰
り
、
母
校
同

支

部

十
一
月
例
会

兵

県

庫

東京歯科大学同窓会会報

菊
花
薫
る
十
一
月
八
日
(
日
)
宝
塚
地

区
会
員
の
世
話
で
、
午
後
三
時
よ
り
宝
塚

一

第
一
ホ
テ
ル
で
例
会
を
開
催
、
集
う
も
の

一

老
岩
三
十
五
名
、
ま
づ
物
故
会
員
に
対
し
一

黙
祷
の
後
、
塚
本
支
部
長
よ
り
選
挙
後
報

一

東
京
に
於
け
る
支
部
長
会
議
の
模
様
報
一

告
、
杉
村
氏
よ
り
代
議
員
会
の
報
告
等
あ

一

り
、
こ
れ
に
つ
き
会
員
よ
り
活
溌
な
意
見

一

の
発
表
が
あ
り
、
叉
沢
田
氏
よ
り
の
此
後

一

の
例
会
は
多
数
会
員
を
擁
す
る
神
戸
を
中

一

心
に
東
西
三
地
区
に
分
け
、
各
当
番
地
区

一

は
そ
の
特
徴
を
発
揮
し
単
な
る
会
合
で
な

一

く
意
義
あ
ら
し
め
た
い
と
い
う
希
望
が
あ

一

り
、
会
員
之
に
賛
成
し
、
次
回
は
姫
路
地

↑

区
が
担
当
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
懇
親

一

会
に
移
り
、
す
き
や
き
に
舌
鼓
を
打
ち
恋

-

を
乾
し
和
気
堂
に
満
ち
た
。
午
後
九
時
散

会

。

(

石

田

英

二

記

)

昭和34年12月25日

学

会

静

岡

県

支

部

や
が
て
五
時
玉
川
楼
に
お
け
る
宴
会
の

準
備
な
っ
て
懇
組
会
に
入
り
徳
永
支
部
長

の
音
頭
に
て
母
校
並
に
静
岡
県
支
部
の
発

展
を
祝
し
て
乾
説
、
地
元
美
妓
連
の
「
チ

ヤ
ツ
キ
リ
節
」

「
次
郎
長
踊
り
」
に
始
っ

て
会
員
諸
君
の
隠
し
去
の
披
露
等
親
院
の

静
岡
県
学
会
は
十
一
月
十
五
日
(
日
)

母
校
よ
り
杉
山
不
二
先
生
を
迎
え
て
潜
水

市
教
育
会
館
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

去
る
十
月
東
海
四
県
連
合
学
会
の
直
後

の
事
と
て
そ
の
出
席
を
ん
気
づ
か
わ
れ
て
い

(5 ) 



(6) 

三
辰
会
第
却
回
総
会
記

ク)
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r 会 i
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jりi
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一
石
井
(
次
〉
氏
、
四
国
は
久
米
氏
、
長
野

一
の
村
属
氏
、
群
馬
の
関
根
、
宮
原
の
両
氏

十
一
月
三
日
の
第
出
向
同
窓
会
総
会
の

一
ノ
宮
の
滝
氏
な
ど
の
遠
来
の
友
を
迎
え

当
夜
、
五
時
か
ら
、
昨
年
度
と
同
じ
、
い
そ
の
外
に
、
加
藤
、
酒
井
、
鈴
木
(
一一
一〉

ム
濃
町
慶
応
病
院
前
の
ホ
テ
ル
秩
半
、
日
本

一
清
水
、
新
沼
、
大
久
保
、
城
谷
、
米
沢
、

聞
の
大
座
敷
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
一
石
井
(
一
〉

、
佐
藤
(
正
)
、
初
土
、
土
口

一

一

一

永

、
旧
小
(
勝
〉
、
穂
坂
、
松
井
、
根
岸

聞

帽

一

関

口
、
以
上
の
諸
氏
で
あ
っ
た
。
心
ゆ
く

ま
で
歓
を
以
し
、
八
時
散
会
し
た
。
(
幹
事
記
)

東京歯科大学同窓会会報

(
昭
和
-二
年
卒
)

更

始

会

昭和34年12月25日

母
校
を
卒
業
し
て
も
う
三
十
二
年
目
お

一互
に
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
で
も
う
孫
の
-
話
ま

で
山
川
る
頃
、
一
年
一
度
の
楽
し
い
ク
ラ
ス

会
は
去
る
十
一
月
三
日
の
同
窓
会
総
会
を

矧
に
神
田
菊
水
に
て
開
催
、
今
年
も
東
京

を
中
心
に
近
県
の
ι引
に
案
内
を
し
た
が
そ

れ
で
も
水
戸
の
田
沢
、
土
沢
の
荻
沼
、
千

葉
の
出
羽
、
秋
山
、
平
山
、
埼
玉
の
清
宮

一
侠
浜
の
片
岡
の
諸
君
の
出
席
を
得
て
総
勢

四
時
半
頃
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
顔
を
見
せ
る

一
二
十
名
、
先
づ
山
路
、
似
鳥
両
計
の
円
子
作

級
友
も
あ
り
、
五
時
十
五
分
開
会
、
塑
の

一
受
領
を
祝
福
し
て
乾
杯
し
、
伊
勢
湾
台
風

如
く
、
関
口
幹
事
長
の
挨
拶
あ
り
、
事
業

一
で
多
大
の
被
害
を
受
け
た
斉
藤
義
太
郎
新

報
告
、
ま
た
清
水
幹
事
よ
り
、
会
計
報
告

一
に
対
す
御
見
舞
品
を
贈
る
こ
と
を
決
め
て

な
ど
が
あ
っ
て
承
認
、
続
い
て
相
馬
、
斉

一
か
ら
宴
に
入
っ
た
、
杯
を
重
ね
る
に
従
つ

藤
、
田
中
(
勝
)
、
中
野
、
関
根
、
佐
藤

一
て
活
き
水
道
橋
時
代
に
話
し
が
咲
い
て
仲

(
直
)
、
熊
野
の
諸
氏
に
学
位
受
領
の
祝

一
々
の
気
煙
、
来
年
は
も
っ
と
盛
大
に
や
ろ

品
を
贈
呈
し
て
協
議
事
項
に
移
り
、
共
済

一
う
と
梨
い
合
い
記
念
掻
影
を
し
て
母
校
の

金
制
度
の
提
案
も
あ
っ
た
が
、
結
局
、
会

一
発
展
を
祈
っ
て
散
会
し
た
。

費
を
年
額
二
千
四
百
円
(
毎
月
二
百
円
〉

一

在
京
の
出
席
者
は
、
山
本
、
山
口
、
西

に
増
額
を
し
、
会
誌
、
そ
の
他
の
諸
経
費
一
山
、
渡
辺
、
斉
藤
誠
、
岡
本
、
香
川
、
清

以
外
の
金
額
を
共
済
的
な
こ
と
に
使
用
す

一水
、
山
路
、
佐
藤
、
田
島
、
摘
の
諸
君
で

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

一あ
っ
た
。

集
う
も
の
二
十
四
名
、
北
は
北
海
道
の

一

〆戸、

上高

真
一
記
〉

堅

久

会

本
年
の
級
会
は
御
承
知
の
如
く
十
一
月

二
日
夜
、
楽
々
で
行
い
三
十
余
名
集
ま
り

ま
し
た。

新
会
則
案
の
提
出
あ
り
幹
事
制
を
や
め

た
新
会
則
に
決
ま
り
ま
し
た
。
会
計
、
庶

務
は
引
き
続
き
佐
藤
知
也
君
に
決
ま
り
、

柳
子
の
実
の
発
行
も
担
当
し
ま
す
。
精
し

く
は
郎
子
の
実
に
載
る
と
思
い
ま
す
。

諸
兄
の
御
健
闘
を
祈
り
ま
す
。(
高
橋
記
〉

壬

会

戊

十
一
月
一
一
一
目
、
今
年
も
在
京
会
員
が
巾

心
と
な
り
、
遁
々
上
京
し
た
級
友
と
共
に

新
宿
で
一
タ
旧
情
を
温
め
た
。

出
席
者
、
平
山
(
栃
木
)
荒
井
(
千
葉
)

井
崎
(
横
浜
)
谷
、
佐
々
木
敏
夫
、
斉
藤

亮
治
、
石
原
、
上
原
、
古
川、

江
幡
、
谷

本
、
日
吉
、
鈴
木
、
井
上、

石
塚
(
敬
称

略
〉
の
諸
若
十
五
名
。

何
れ
も
青
年
時
代

の
意
気
揚
々
と
し
て
未
だ
消
え
ず
、
互
に

将
来
の
抱
負
を
語
つ
て
な
か
な
か
感
会
で

あ
っ
た
。

向
、
今
年
六
月
、
在
阪
神
会
員
の
多
大

な
御
骨
折
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
全
国
大

会
の
天
然
色
八
ミ
リ
挟
闘
を
藤
井
博
君
の

御
好
意
で
送
っ
て
頂
き
、
こ
れ
を
上
映
、

画
面
に
現
わ
れ
る
級
友
の
元
気
な
姿
に
一

同
心
か
ら
喜
ん
だ
。
重
ね
て
在
阪
神
の
諸

兄
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

(
石
塚
)

天

会

、υ

五
ロ
々
は
い
つ
か
四
十
男
の
仲
間
入
り
を

し
て
し
ま
っ
た
。
心
の
巾
に
あ
る
も
の
は

三
十
に
な
っ
て
も
四
十
に
な
っ
て
も
少
し

も
変
つ
て
は
い
な
い
。
喜
ん
だ
り
悲
し
ん

だ
り
怒
っ
た
り
笑
っ
た
り
二
十
年
前
と
少

し
も
変
ら
な
い
ま
ま
だ
の
に
女
房
が
齢
を

と
り
子
供
が
大
き
く
な
り
川
図
の
有
様
は

ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
行
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
も
本
当
は
、
吾
々
は
少
し
も
変

っ
ち
ゃ
あ
い
な
い。

そ
れ
を
知
っ
て
居
り
、
叉
お
互
に
認
め

合
っ
て
い
る
の
が
、
昔
の
仲
間
天
心
会
級

友
だ
け
な
の
だ
。
近
年
集
り
が
年
々
盛
大

に
な
り
、
珍
客
も
顔
を
出
す
様
に
な
っ
た

そ
ん
な
所
に
原
因
が
あ
る
の
で
な
い
だ
ろ

う
か
、
大
い
に
集
る
ぺ
し
。

本
年
は
卒
業
満
二
十
年
に
な
る
。
こ
れ

を
記
念
し
関
西
級
友
の
絶
大
な
る
御
取
計

い
で
記
念
大
会
を
京
、
情
緒
豊
か
な
古
い

都
京
都
に
開
催
、
友
遠
方
よ
り
来
た
る
。

会
員
四
十
、
家
族
二
十
一
名
で
春
の
一
夜

に
陶
酔
し
、
翌
日
は
数
多
き
史
跡
や
、
こ

れ
に
ま
つ
わ
る
文
化
遺
産
を
長
い
底
史
典

雅
な
趣
の
た
だ
よ
う
京
都
、
奈
良
を
観
光

記
念
品
を
分
ち
二
十
五
年
、
三
十
年
の
一
得

会
を
約
し
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

十
月
東
海
地
区
を
襲
っ
た
台
風
に
よ
り

金
子
、
村
恋
、
三
宅
、
吉
田
の
四
君
が
被

告
を
受
け
ら
れ
た
。

心
よ
り
御
見
舞
を
申
上
げ
ひ
た
す
ら
再

起
の
一
日
も
早
か
ら
ん
事
を
祈
る
、
恒
例

の
十
一
月
二
日
旭
寮
に
於
て
総
会
を
開
催

速
く
昆
、
仲
西
、
曾
根
、
前
向
の
諸
兄
を

迎
え
、
春
の
京
都
の
思
い
出
の
実
況
及
び

前
岡
自
作
自
演
の
八
ミ
リ
を
上
映
大
女
評

九
時
半
散
会
す
る
。
又
師
走
早
々

十
二
月

五
日
熱
海
に
於
て
忘
年
会
を
開
催
一
タ
を

過
し
翌
日
箱
根
、
真
鶴
岬
へ
と
一
一
一
々
何
々

散
会
、
卒
業
二
十
年
の
よ
き
年
を
心
行
く

迄
た
の
し
ん
だ
。

向
卒
業
記
念
二
十
年
、
家
族
ア
ル
バ

ム

編
集
の
件
は
目
下
進
行
中
で
す
の
で
至
急

写
真
一
葉
を
御
送
付
額
い
ま
す
。(
安
嶋
記
)

て
コ
一
々
五
々
。

午
後
五
時
に
は
出
席
予
定
者
の
殆
ん
ど

全
員
の
顔
が
揃
っ
た
。
意
一
役
タ
イ
プ
あ
り

見
事
な
白
髪
あ
り
然
し
大
部
分
の
頭
髪
は

当
世
ご
婦
人
に
も
て
る
と
こ
ろ
の
ロ
マ
ン

ス
グ
レ
ー
だ。

途
中
偶
然
逢
っ
た
と
し
て
も

一
見
誰
か

思
い
出
せ
な
い
程
変
っ
て
い
る
も
の
の
、

二
見
三
見
矢
張
学
生
時
代
の
阪
で
あ
り
声

で
あ
る
。

き
せ
ず
し
て
お
互
の
心
に
懐
し
さ
が
こ

み
あ
げ
て
く
る
。
恩
師
斉
藤
久
先
生
を
中

心
に
記
念
撮
影
の
後
宴
会
に
移
る
、
飲
む

ほ
ど
に
酔
う
ほ
ど
に
益
々
懐
旧
談
に
花
が

咲
き
、
お
国
名
物
ま
で
飛
び
出
し
会
は
何

時
は
て
る
と
も
知
れ
な
い
が
一
舟
会
を
約
し

午
後
九
時
散
散
会
。
全
員
再
会
は
出
来
な

か
っ
た
が
、
北
は
青
森
か
ら
西
は
神
戸
に

亙
る
各
地
か
ら
三
二
名
参
集
し
た
こ
と
は

稀
れ
な
る
脱
会
と
言
得
ょ
う
。

卒
業
時
五
口
々
ク
ラ
ス
会
員
は
一

二
O
名

で
あ
っ
た
。
今
日
ま
で
不
幸
逝
去
さ
れ
た

会
員
三
四
名
。

現
在
活
躍
中
の
会
員
八
六
名
。
今
ク
ラ

ス
会
の
案
内
状
発
送
数
八
五
通
。
内
返
信

を
頂
い
た
会
員
出
席
三
二
通
欠
席
一
二
一
通

他
二

O
名
の
方
か
ら
は
遂
に
御
返
事
を
頂

け
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

今
後
は
せ
め
て
往
復
は
が
き
の
返
信
位

は
御
投
函
願
い
た
い
。
倫
鈴
木
重
世
君
、

原
田
実
君
は
住
所
不
明
に
て
返
送
さ
れ
ま

し
た
が
、
御
存
じ
の
方
は
世
話
人
ま
で
御

通
知
下
さ
い
。
爾
今
F
ラ
ス
の
世
話
人
と

し
て
東
京
光
永
友
紀
、
川
北
茂
徳
、
本
間

守
中
、
大
曾
根
晋
夫
、
関
西
猪
坂
逸
治
の

五
君
に
御
願
い
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た。
次
回
P
ラ
ス
会
開
催
地
は
僚
友
井
出
公

済
君
の
経
営
す
る
富
士
山
麓
河
口
湖
畔
の

ホ
テ
ル
に
一
泊
と
決
定
し
ま
し
た
、
今
回

に
も
増
し
て
多
数
会
員
の
御
出
席
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

終
り
に
大
分
県
の
志
賀
命
綱
君
か
ら
祝

申

歯

会

菊
香
る
十
一
月
一
一
一
日
快
晴
に
は
恵
ま
れ

な
か
っ
た
が
暑
か
ら
ず
寒
か
必
ず
真
に
凌

ぎ
よ
い
日
和
で
あ
っ
た
。
午
後
四
時
過
ぎ

茨
城
県
の
萩
谷
良
君
の
一
番
乗
り
に
続
い
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(
氏
家
記
)

会

電
を
頂
い
た
こ
と
を
出
席
者
一
向
に
変
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

で
は
ま
た
逢
う
日
ま
で
各
位
の
御
健
闘

を
祈
る
。

ム心
し
て
聞
か
れ
ま
す
。
多
勢
参
加
を
。

(
堤
記
)

第71号

期

fニ

蜂

会

昭和34年12月25日(7) 

事
を
下
さ
い
。

ま
た
、
会
報
並
び
に
名
簿
作
製
の
た
め

そ
の
経
費
も
嵩
み
ま
す
の
で
、
年
度
会
費

未
納
の
会
員
は
、
至
急
御
送
金
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
向
然
、
の
折
、
諸

兄
に
は
、
御
自
愛
、
御
自
重
あ
ら
ん
こ
と

を
祈
る
。

向
、
次
年
度
ク
ラ
ス
会
幹
事
は
中
村
正

中
野
年
朗
の
両
君
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
事
を
追
記
し
、
わ
が
「
い
づ

み
」
会
の
発
展
と
、
会
員
諸
兄
の
御
繁
栄

の
た
め
に
、
向

一
層
の
御
協
力
と
御
援
助

を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
し
て
筆
を
欄

き

ま

す

。

(

大

内

記

)

五

期

会

十
一
月
二
日
、
銀
座
ス
エ
ヒ
ロ
に
お
け

る
第
三
四
五
期
会
も
五
十
四
名
の
出
席
者

を
迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
幹
事
一
問
、

心
か
ら
喜
ん
で
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

倫
、
当
日
次
の
如
、
ぎ
事
項
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
か
ら
御
諒
承
下
さ
い
。

一
、
幹
事
と
し
て
石
川
、
落
合
、
竹
内
、

山
本
(
陽
〉
、
士
白
木
の
五
名
を
選
出
。

二
、
病
気
療
養
中
の
藤
代
君
に
見
舞
金
と

し
て
金
五
千
円
也
を
送
る
。

三
、
水
害
見
舞
と
し
て
稲
垣
、
梶
原
両
君

に
各
三
千
円
也
を
送
る
。
以
上

〔一二
十
三
年
度
決
算
報
告
〕

収

入

前
年
繰
越
金

お
年
度
維
持
費

合
計

支

出

通

信

費

名
簿
印
刷
代

今
西
君
銭
別

幹

事

会

費

交
通
費
そ
の
他

合
計

差

引

残

高

凶
九
、
二
九
三
円

二
O
、
二

O
O円

六
九
、
四
九
三
円

九、

0
0
0円

六
、
五
一

O
円

一
、
一
六

O
円

二
、
五

O
O円

一二
、
五
O
O円

一一一一
、
六
七

O
円

四
六
、
八
二
三
円

会

員

近

況

H
H
H

一
、
ク
ラ
ス
会
に
て
決
議
し
ま
し
た
見
舞

金
を
前
記
三
君
に
送
付
し
ま
し
た
と
こ

ろ
向
原
、
稲
垣
両
君
か
ら
礼
状
と
共
に

元
気
で
や
っ
て
い
る
由
の
便
り
が
五
期

会
あ
て
参
り
ま
し
た
。

二
、
今
西
君
の
新
住
所

。円・
1
門
.

H

ヨ白ロ
U
E
.

寸∞
d
『
巾
凹
己
自
己
〉
〈
巾
・

回
。
山
門
O

ロ

5
.
出
向
白

a・
c.ω
.〉
.

三
、
口
腔
外
科
学
教
室
の
中
堅
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
小
野
寺
勇
往
助
手
は
、
十

一
月
三
十
日
を
も
っ
て
送
職
、
仙
台
の

自
宅
に
て
開
業
。

田
川
円
一

癌
性
腹
肢
炎
に
て
千
葉
大
附
属
病
院
に

入
院
、
療
後
中
だ
っ
た
藤
代
繁
果
君
は
、

十
一
月
二
十
七
日
午
後
六
時
二
十
七
分
、

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

向
、
告
別
式
は
十
一
月
三
十
日
千
葉
県

佐
倉
市
の
自
宅
に
て
行
わ
れ
、
五
期
会
を

代
表
し
て
石
川
君
が
列
席
し
、
つ

つ
し
ん

で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
て
参
り
ま
し
た
。

藤
代
君
の
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

(
五
期
会
幹
事
〉



加
藤

帰
き
る
。
同
十
八
年
、
厳
父
が
経
営
さ
れ

一
た。

一
神
谷

て
い
た
神
田
の
内
科
病
院
に
歯
科
部
を
併

一

去

る
五
月
完
成
し
た
論
文
を
学
位
請
求

房

(
さ
と
う
な
お
ふ
さ
)
一
設
さ
れ
た
が
、
強
制
疎
開
で
愛
知
県
下
に

一
論
文
と
し
て
東
京
医
科
大
学

に
提
出
大
高

鎗
田

R

一
都
落
ち
さ
れ
た
。
同
二
十
三
年
春
上
京
。

一
裕
一
教
授
主
査
の
も
と
に
慎
重
審
理
が
行

可
m

厚

生

省

診

療

所

簡

一

一

可
制

一
千
代
田
区
麹
町
一
ー
l
四
、
竹
工
堂
ピ
ル
に

一
わ
れ
た
結
果
九
月
十
六
日
め
で
た
く
同
大

q

A

科

主

任

の

同

博

士

主

一

一

s

t

一
診
療
所
再
開
。
令
兄
に
当
る
千
葉
犬
、
中
一
学
教
授
会
を
満
場
一
致
で
通
過
、
こ
え
て

噂

去

る

七

月

六

日

の

慶

一

一

司

サ

一

山

外

科

の

恒

明

教

授

の

ご

縁

も

あ

っ

て

か

一

十

一

月

五

日

付

に

て

栄

あ

る

学

位

記

を

受

F
大

医

学

部

教

授

会

を

一

一

E
R

一
同
二
十
七
年
専
攻
生
と
な
ら
れ
、
歯
科
並
一
領
さ
れ
た
。
慶
祝

町

原

島

教

授

主

査

の

下

一

一

ー

一
に
付
属
腐
敗
研
究
所
に
涌
学
せ
ら
れ
る
こ
一
長
い
聞
の
御
苦
心
に
対
し
心
か
ら
敬
意

に
論
文
通
過
、
八

月

六

日

付

を

も

っ

て

学

一

一

一

っ

た

。

蛍

雲

の

功

成

り

、
昨
年
七
一
を
表
す
と
と
も
に
、
将
来
益
々
繁
盛
な
ら

位

記

が

授

与

さ

れ

た

。

博

士

は

明

治

四

十

一

一

一
月
七
日
の
同
大
学
教
授
会
に
て
、
主
査

・
一ん

こ
と
を
祈
っ
て
祝
福
申
す
し
だ
い
で
あ

年
七
月
十
日
生
、
福
島
県
須
賀
川

の

出

身

一

一

j
一
相
磯
和
嘉
(
腐
研
)
、
副
査

・
佐

藤

伊

吉

一

る

(

松

宮

誠

一

誌

)

で
、
昭
和
七
年
本
校
を
卒
業
、
直

ち

に

劃

一

一

一
(
歯
科
)
両
教
授
の
も
と
満
場
一
致
論
文
一
主
論
文
初
期
禽
得
額
蝕
診
断
基
準
と
し

手

に

採

用

さ

れ

て

口

膝

外

科

遠

藤

教

授

の

一

一

一
通
過
。
越
え
て
九
月
十
四
日
付
、
栄
あ
る

一
て
の
触
診
所
見
の
意
義
に
関
す
る
病
理
組

下

で

研

究

(

簡

科

医

籍

登

録

第

一

八

七

六

一

一

一
医
学
博
士
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

一
織
的
研
究

七
号
)
翌
年
四
月
に
は
助
手
、
翌

年

四

月

一

一

一
新
博
士
は
豊
島
区
池
袋
三
ー
ー
一
六
三
七

補
綴
学
教
宅
助
手
と
し
て
転
部
、
昭
和
十
一
一
の
自
宅
か
ら
前
記
診
療
所
に
通
勤
さ
れ
て

年
三
月
、
退
職
さ
れ
、
新
宿
柏
木
に
口
腔
一
一
至
極
ご
健
在
。
お
宅
に
は
広
子
夫
人
の
外

外
科
を
標
傍
し
て
開
業
、
今
回
の
戦
災
を
一
一
に
一
女
あ
り
。
令
兄
恒
明
教
授
は
、
外
科

蒙
る
ま
で
非
常
な
盛
業
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
一
一
界
で
の
世
界
的
泰
斗
で
、
今
般
学
術
会
議

し
か
し
、
医
院
焼
失
後
は
、

一
時
、
多
摩
一
一
会
員
に
ど
当
選
、
舎
弟
喜
弘
博
士
は
慶
大

川
病
院
に
物
務
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
四
一
一
出
身
で
九
段
坂
病
院
小
児
科
医
長
、
義
兄

年
十
月
か
ら
は
厚
生
技
官
と
し
て
現
職
に
一
一
は
同
窓

・
関
野
格
郎
博
士
と
い
っ
た
学
究

就
か
れ
、
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
は
本
学
一
二
家
で
あ
る
。
慶
祝
。

衛
生
学
教
宗
一
に
研
究
生
と
し
て
入
室
さ
れ
一
一

(

米

沢

和

一

記

〉

当
時
の
土
尾
助
教
授
が
直
接
指
導
に
あ
た
一
一
O
主
論
文
魚
肉
に
よ
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
中

ら
れ
、
そ
の
後
、
上
回
数
授
が
新
し
く
着
一
一
毒
の
研
究
日
本
衛
生
学
雑
誌
十
三
巻
コ
一
号

任
さ
れ
、
引
続
き
黙
々
と
研
究
の
歩
を
進
一
一

(

昭

和

三

十

三

年

八

月

)

以

上

め
ら
れ
た
。
主
論
文
は
「
帰
一
液
カ
ル
シ
ウ
一

ム
濃
度
の
変
動
要
因
に
関
す
る
研
究
」

で一

橋

本

麗

一
郎
君

(
は
し
も
と
け
い
い

あ
っ
て
(
口
腔
衛
生
学
会
雑
誌
第
九
巻
、

一
ち
ろ
う
)

第
一
号
、
昭
和
三
十
四
年
コ
一
月
)
外
に
参
一

一

考
論
文
回
線
で
あ
る
。
唾
液
と
虫
歯
の
関
一

係
を
解
明
さ
れ
た
。
謹
祝
。(
桧
刊
訂
隆
弘
記
)

中

山

順

弘

君

t
1
s

h
・

ナ
カ
ヤ
マ

・
ユ
キ

・1wiM円
i
ヒ
ロ
君
は
東
京
生
れ

十

姦

宮

の

四

十

五

才

。

昭

和

，E守宅4
圃

十
二
年
母
校
卒
業
か

【司

副

ら
研
究
科
に
進
み
臨

床
を
一
巡
さ
れ
た
。
一
日
一
応
召
さ
れ
た
が

同
十
五
年
補
綴
部
助
手
と
し
て
母
校
に
復

学

位

受

領

者

紹

介
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』
佐
藤
君
と
同
期
の

U
J
昭
和
二
十
二
年
三
一
月

司
…
母
校
卒
業
、
二
十
三

週

年
在
朝
霞
の
米
圏
第

剖

八
軍
第

一
騎
兵
師
団

司
令
部
病
院
の
歯
科
医
長
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
四
年
、
同
所
を
辞
し
自
宅
開
業
と

同
時
に
教
室
の
田
熊
助
教
授
を
添
っ
て
私

の
教
室
に
専
攻
生
と
し
て
入
室
、
専
ら
電

子
顕
微
鏡
室
に
お
い
て
研
究
を
続
け
て
お

ら
れ
た
が
、
そ
の
研
究
態
度
は
き
わ
め
て

真
撃
で
、
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
が
常
で
あ
っ

現
住
所
変
更

(
敬
称
略
〉

清
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(
犯
)
世
間
谷
区
北
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五
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お
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五
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谷
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(
M
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四
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五
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内
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金
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却
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日
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五
増
田

陶
科

野
村
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市
(
お
)
杉
並
区
沓
掛
町
二
コ
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四

羽
田
野
義
彦
(
日
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m
M
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区
千
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四
清
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お
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札
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市
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一

一

学

練
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井
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ノ
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